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マニュアルの表記 
 
 

 呼称について 

本マニュアルでは以下の呼称を使用しています。 

DataNature Smart 管理ツール ：DN 管理ツール 

DataNature Smart クライアント ：DN クライアント 

DataNature Smart Personal ：DN クライアント 

 

 画面に表示されるコマンド名などの文字 

コマンド名やダイアログボックス名など、画面上の固有の文字は [ ] で囲んで表記します。なお、ユーザーによって異

なるデータボタンは < > で囲んで表記します。 

【例】 

[編集]コマンド、[検索]ダイアログボックス 

<大阪営業所>データボタン 

 

 マニュアルで使用しているアイコン 

 

 

“注意”を意味します。 

知っておくべき重要な事柄や行なってはならない操作など、注意すべきことについて記載されています。 

 

 

“ポイント”を意味します。 

操作や内容のポイントとなる事柄について記載されています。 

 

 

“参考”を意味します。 

知っておくと便利な操作や内容などのノウハウについて記載されています。 

 

 

“参照”を意味します。 

操作や内容に関連するマニュアルの参照ページについて記載されています。 

 

 マニュアルで使用している画像について 

マニュアルで使用している画像には、開発中のものも含まれます。実際の製品と異なる場合がございますことをご了

承ください。 

 

 機能について 

導入された製品構成によって、利用できない機能や制限があります。 
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1. クロス集計について 
 

クロス集計表は、集計表の構成要素を組み立てる「表組み」、集計した結果を表示する「集計表」の、2 つの画面で

構成されています。 

画面の遷移は次の通りです。 
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2. 表組み画面 
 

 

 

 

表組み画面は、次の要素で構成されています。 

 

 ナビゲーションパネル 

画面操作をサポートする機能アイコンが並んでいます。クロス集計画面の表組みでは、「テンプレート一覧」と「データセレ

クター」を利用できます。 

 

 項目表示領域 

集計表の構成要素となる「分析項目」、「階層項目」の一覧が左端に、「数値項目」、「計算式」の一覧が右端に表示されま

す。これらの中から集計表にしたい項目を集計項目一覧表示領域にドラッグ＆ドロップして表を組み立てます。 

 

 集計項目一覧表示領域 

[行へ配置する項目]、[列へ配置する項目]、[集計する項目]があります。項目表示領域からドラッグ＆ドロップした項目を

表示します。 

 

 集計実行ボタン領域 

集計の実行や表示のクリアを行います。 

 

 実行イメージ表示領域 

集計項目一覧表示領域の内容を基に、集計表イメージを最大 3 階層まで表示します。参照のみで操作はできません。 

 

 

 

 

集計項目一覧 

表示領域 

項目表示領域 

集計実行ボタン 

領域 

実行イメージ 

表示領域 

項目表示領域 

ナビゲーション 

パネル 
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2-1 基本操作 

データ定義画面のツールバー[定義完了]のドロップダウンリストから[クロス集計]を選択した場合には、この表組み画

面で集計表の構成要素（行/列項目、集計項目）を組み立てます。また、クロス集計表から表組み画面に戻って、構成

要素を変更することもできます。 

 

 ［分析項目］や[階層項目]一覧から、集計表の行/列に配置する項目を[行へ配置する項目]、もしくは[列へ配

置する項目]にドラッグ＆ドロップします。それぞれの 2 つ以上の項目を設定すると、ドリルダウン分析のため

の階層になります。行/列ともに最大 8 項目（階層）まで設定できます。 

 ［数値項目］や[計算式]一覧から、集計に用いる数値項目を[集計する項目]にドラッグ＆ドロップします。最大

64 項目まで設定できます。 

 

 
 ＜集計項目一覧表示領域＞ 

 

   
 ■項目を対象から外す 

項目上で右クリックして[削除]

するか、元の一覧へドラッグ＆

ドロップして戻します。一括で

外す場合は[クリア]ボタンをク

リックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■項目の並び順を変更する 

対象項目をドラッグして、配置す

る位置に青線が表示されたらド

ロップします。 

 ■集計方法の設定 

数値項目の横に表示される

[▼]ドロップダウンリストから、

集計方法を設定できます。 

※クロス集計表画面に移った

後に調整することもできます。 
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 実行イメージ表示領域で、行/列に指定した項目の 3 項目までのイメージを確認できます。 

 

 

 表組みの設定が完了したら、[集計を実行]ボタンをクリックします。 

 ▼集計表が実行されて、クロス集計表画面に遷移します。 

 

 
 

 

複数階層を指定する際、階層展開表示を有効にするか無効にするかを、実行イメージ表示領域にある「□階層展開

表示を有効にする。」のチェックのオン/オフで切り替えできます。 

階層展開表示を無効にして集計表を実行すると、行/列項目のデータ名左上の[+]アイコンは表示されなくなります。

（項目名をクリックすることでドリルダウン操作は行えます。） 

 

【階層展開表示を有効にした場合】 【階層展開表示を無効にした場合】 

 

［+］アイコンで展開表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目名をクリックしてドリルダウン操作 

操作の詳細は、C00-03_10「3-1 画面について」の「⑤行項目、列項目表示領域」をご覧ください。 
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【例】期間日付を利用した集計表のイメージ 

 

2-2 特殊な画面構成要素 

表組み画面でクロス集計表の構成要素を組み立てます。 
 

構成要素一覧 

分析項目 

文字属性の項目を一覧表示します。 【例】店舗名・商品名 

自動日付/自動時間項目： 
データファイルの日付型/時間型データを基に日付期間項目や時間項目を自動生成して表示しま
す。 【例】年度・半期・四半期・時・分・AM/PM 
※なお、[表示]-[日付オプションの設定]で表示される[日付オプションの設定]ダイアログボックスの[自動日付
/時間項目]タブで、自動日付/時間項目を一覧に表示するかどうか、表示する場合の種類を設定できます。 
期間日付項目： 

C00-03_5 「◆期間日付の設定」を参照ください。 

階層項目 C00-03_6 「◆階層項目の設定」を参照ください。 

数値項目 数値属性の項目を一覧表示します。 【例】売上金額・数量 

計算式 C00-03_7 「◆計算式の追加」を参照ください。 

 

 

 

 期間日付の設定 

システム日付を基に、当年/当月/当日などの集計期間を＜期

間日付＞として準備します。設定は、クロス集計表画面の表組

み画面でのみ行えます。 

 

 メニューバー[ツール]-[期間日付の設定]をクリックします。  

 ▼［期間日付の設定］ダイアログボックスが表示されます。 

 

 

 ［対象データ：］のドロップダウンリストから、期間日付として利用したい分析項目（日付型）を選択します。 

 
［種類の指定］にて、集計表に表示させたい項目の[使用]列のをチェックオンします。 [表示名称]で、任意の

名称を入力できます。表示させる項目の並び順は、右横の[▲]、[▼]ボタンを利用して変更することができま

す。 

 ［OK］ボタンをクリックします。 

 ▼［分析項目］に＜期間日付＞（名称固定）として表示されます。（この項目はひとつだけ作成できます） 
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 階層項目の設定 

ドリルダウン分析のニーズに合わせて、使用頻度の高い階層構造を定義し、表の構成要素の一つとして登録してお

きます。 

 

 [階層項目]一覧の［新規登録］ボタンをクリックします。 

 ▼［階層項目の定義］ダイアログボックスが表示されます。 

 

 

 ［階層名称：］欄に、任意の名称を入力します。 

 
［項目一覧：］欄から、階層にする項目を選択して、[階層定義：]欄にドラッグ＆ドロップします。[Ctrl]キーや

[Shift]キーを押しながら選択すると、複数の項目を同時に選択できます。最大 8 階層まで設定できます。 

 

 

 ［一覧へ反映］ボタンをクリックします。 

 ▼［階層定義一覧：］に内容が表示されます。 

 

 

 ［OK］ボタンをクリックします。 

 ▼[階層項目]に設定した階層名称が表示されます。 
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 計算式の追加 

数値項目を四則計算等で計算し、その結果を新しい数値項目として追加します。最大 16 個まで追加できます。 
 

 [計算式]一覧の［新規登録］ボタンをクリックします。 

 ▼［計算式の追加］ダイアログボックスが表示されます。 

 

 

 ［表示名称］欄に、任意の名称を入力します。 

 ［計算式］欄に、計算式を入力します。 

 

 

■計算式に利用できる数値項目（記号や項目名称） 

■優先演算子（括弧） 

■組み込み関数 

■テンキー（数字） 

■四則演算子 

これらを利用して計算式を設定します。 

 ▼［計算式］欄に計算式が表示されます。 

 

 

 

[計算式の追加]は集計表画面でも設定で

きます。但し、集計表画面で追加した計算

式は、集計表に表示する操作が必要で

す。（メニューバー[表示]-[集計数値の表

示設定]） 
 

 ［OK］ボタンをクリックします。 

 ▼［計算式］に設定した表示名称が表示されます。 
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2-3 予測値設定画面 

年度単位の実績データから、当年度（システム日付の年度）、または翌年度の予測値を計算します。 

 

 
設定時には、直近の過去 3 年（最大 5 年）の実積データが必要です。 

予測値を表示する機能のため、この表示画面はテンプレートとして登録はできません。 

 

 メニューバー[ツール]-［予測］をクリックします。（予測値設定画面の呼び出しはここからのみです。） 

 ▼予測値設定画面が表示されます。 

 

 

 

[日付項目]一覧に表示される項目は、自動日付項目で

[年度]、または[年度]と[月度]の両方が揃っている日付

データが対象となります。 
 

 ［分析項目］、[日付項目]、[数値項目]一覧から、配置する項目をそれぞれ[予測対象とする項目]、[日付項

目]、[予測値の数値項目]欄に、ドラッグ＆ドロップします。[分析項目]は、3 階層まで配置できます。 

 [予測対象年度]は、[当年度]か[翌年度]のどちらかを指定します。ここでは[当年度]を指定します。 

 ▼予想対象の設定が表示されます。 

 

 

 ＜＜予測実行の流れ＞＞の[年度予測の計算]ボタンをクリックします。 
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 ▼年度予測の計算結果が表示されます。 
 

 

 セルの背景色が黄色部分の[予測値]と[補正比率]は、直接入力が可能です。 

 

 
表示される[予測値]、[補正比率]の算出方法はヘルプの＜メモ＞覧を参照してください。 

 

 

 
 

表示された年度の予測値を各月度へ配分して表示することができます。また、最終的な予測値データを CSV

ファイルへ出力することもできます。 

【予測値を月度へ配分】ボタン 

[予測値の数値項目]で指定した日付項目が

[月度]を持っている場合に利用できます。 

 

【CSV ファイルへの出力】ボタン 

表示中の予測値データを CSV ファイルに出力します。 

このファイルを追加読み込みさせて、集計表で利用することもできます。 

 

出力ファイル： 保存先フォルダーとファイル名を指定します。 

出力先の項目： 作成した予測値データを既存の項目データに

追加するか、新規項目として追加するかを選

択します。 
 

 

 予測値の確認が完了すれば、[表組みヘ戻る]ボタンをクリックします。 

（予測値設定画面の終了はこの方法のみです。） 
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3. クロス集計表画面 
 

  

 

クロス集計表画面は、次の要素で構成されています。 

 

 ナビゲーションパネル 

画面操作をサポートする機能アイコンが並んでいます。クロス集計画面の集計表では、「テンプレート一覧」「データセレク

ター」「コメント」「集計数値の表示設定」「デザイン設定」を利用できます。 

 

 データセレクター領域 

集計表の集計対象データを絞り込むための簡易ボタン画面を設定し、選択したボタンで再集計を行います。また、条件式

を設定し、集計表の対象レコードを絞り込むことができます。 

 

 集計表領域 

クロス集計表を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データセレクター

領域 

 

ナビゲーション 

パネル 

集計表領域 
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3-1 画面について 

 

 

 

 

 

 

①構成表示領域 

②対象データ表示領域 

③集計数値表示領域 

④表題領域/単位表示領域 

⑤行項目、列項目表示領域 

⑥集計項目表示領域 

⑦集計値表示領域、合計欄 

 
①構成表示領域 

クロス集計表の行/列の項目名称⑤を表示

します。階層付きクロス集計表では、ドロップ

ダウンリストで階層項目を表示し、ドリルアッ

プ操作することもできます。 

 

②対象データ表示領域 

集計対象データを表示します。 情報が多い

場合は、 ボタンをクリックすることで表示領

域が広がります。 

 

 
③集計数値表示領域 

集計項目表示領域⑥に表示される数値項目をボタンで表示します。 

選択時（青色）は集計表に表示され、解除時（薄緑色）は集計表から表示が

消えます。 

数値項目の[▼]ドロップダウンリストから、集計方法を追加・変更できます。

[詳細設定]をクリックして、その他の集計方法を指定することもできます。  

この領域③に表示されていない数値項目を追加する場合は、左側の[123]アイコンをクリッ

クし、[集計数値の表示設定]ダイアログボックスで、「表示する対象データ」を設定します。  
左端の[<<]ボタンをクリックすると、この領域③を非表示にします。再表示する場合は、ナビゲーションパネルにある

[123]アイコンをクリックします。 
 

④表題領域/単位表示領域 

表題が表示されます。この領域④で右クリックして表示される  

[表題の設定]ダイアログボックスで任意の表題を設定できます（メニューバー[書式]-[表題の設定]）。 

＜今月＞＜今日＞といった定義をおこなうと、システム日付から該当日付に変換して表題に表示できます。 

数値項目の単位調整を行っている場合は、右端に単位が表示されます。 
 

5 

1 2 
3 4 

6 

7 

5 
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⑤行項目、列項目表示領域 

行項目（水色）と列項目（薄紫色）を表示します。 

階層付きの集計表で階層展開表示が有効な場合は、行/列項目のデー

タ名左上の[+]アイコンをクリックすると階層が 1 項目ずつ展開され、[-]

アイコンをクリックすると階層が 1 項目ずつ折りたたまれます。 

右クリックして表示されるコンテキストメニューから「一括展開」や「一括

折りたたみ」（最大 3 階層まで）が行えます。また、[データの並び順]から

行や列項目データの並び順を変更できます。（階層展開表示が無効の

場合は、項目名をクリックすることでドリルダウン操作が行えます。また

「一括展開」や「一括折りたたみ」は利用できません。）  
 [表組み]アイコンをクリックすると、表組み画面に遷移します。 

[行列切替]アイコンをクリックすると、行/列項目を入れ替えます。  
 

⑥集計項目表示領域 

数値項目と集計方法を組み合わせた“集計項目”（緑色）を表示します。例えば、売上金額の合計だけを集計する

ような数値項目と集計方法がひとつずつの場合はこの領域⑥が表示されません。 

右クリックして表示されるコンテキストメニュー[集計項目の並び順]から“集計項目”の並び順を変更できます。ま

た、[書式設定]-[数値の表示書式]から、集計項目の集計結果を表示する際の書式を設定できます。 

 ツールバーの[配置切替]アイコンをクリックする毎に、”集計項目”を縦並び

から横並びに、集計方法が複数の場合は数値項目と集計方法を分離して

表示するように配置を切り替えることができます。 

 

    

      

また、右クリックして表示されるコンテキストメニュー[書式設定]-[文字の表示書式]から、領域⑤（行/列項目）と領

域⑥（集計項目）のフォントなどの書式を設定できます。 
 

⑦集計値表示領域、合計欄 

集計値と行列の合計を表示します。 

右クリックして表示されるコンテキストメニューから[合計欄

の固定表示/固定表示解除]、[列合計の表示/非表示]、

[行合計の表示/非表示]が行えます。 

固定表示したい集計値セルで、[ウィンドウ枠の固定]をク

リックすると、そのセルを起点に上側と左側を固定表示し

ます。 

[条件付き書式の設定]では、設定した条件に該当するセ

ルを指定した書式で強調表示します。設定方法は、

C00-03_20「◆条件付き書式」を参照ください。 

 

[データリスト表示]では表示中の集計表を構成しているレコードを表示できます。また、[ソースビュー表示]ではメ

ニュー実行時に対象となっていたセルに関連付くレコード情報を 100 件までポップアップ表示します。更に、ソース

ビューの対象データ全件を CSV ファイルへ出力し、そのまま DN クライアントで開くことも可能です。 
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集計表の「デザイン設定」について 

メニューバー[表示]-[デザイン設定]（または、ナビゲーションパネルの［デザイン設定］アイコン）をクリックすると、集

計表のデザイン設定を行う領域が、画面右側に表示されます。クロス集計表のレイアウトや書式に関連する情報

を、タブを切り替えて設定します。 

なお、設定した内容を初期値に戻す場合は、各タブの下方にある［初期値に戻す］ボタンをクリックし、設定をやめる

場合は、デザイン設定領域右上にある［キャンセル］ボタンをクリックします。 

各設定を確定する場合は、デザイン設定領域左上にある［>>］ボタン、または、ナビゲーションパネルの［デザイン

設定］アイコンをクリックします。 

 

 

［表のレイアウト］タブ 

行/列の階層展開の表示方法や合計欄の表示等を設定します。 

行の階層展開表示/列の階層展開表示 ： 階層を展開表示する際の表示パターンを 6 種類（標準/親階層を小計として前に表

示/親階層を小計として後ろに表示/親階層集計値を隠す/親階層を前に配置（親

子並列）/親階層を後ろに配置（親子並列））から選択します。選択したパターンは、

ピンク色の枠で表示されます。 

集計項目の表示 ： 集計項目が複数ある場合、集計欄と合計欄で表示/非表示をそれぞれ設定できま

す。表示したい項目をチェックオンしてください。 

行の合計欄表示/列の合計欄表示 ： 行/列の合計欄の表示について、3種類（表示/非表示/常に表示）から選択します。 

列幅の自動調整 ： 列幅を、その列で一番長い文字列に合わせて自動調整するかどうかを ON/OFF で

指定します。 

行合計の配置/列合計の配置 ： 行/列の合計欄の表示位置を 2 種類（末尾に配置/先頭に配置）から選択します。 

 

［文字の書式］タブ 

集計表のフォントや背景色などを設定します。対象となる領域は行項目/列項目/集計項目/集計値で、各領域に合わせて、フォ

ント/サイズ/背景色/横配置/縦配置/文字の制御/合計行背景色が設定できます。 

 

デザイン設定 

領域 

デザイン設定 

アイコン 
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［集計項目名］タブ 

集計項目や合計欄に表示する名称を設定します。 

集計項目一覧 ： 集計項目の名称を設定します。表示名称欄に、表示したい内容を入力します。 

行の合計欄名称/列の合計欄名称 ： 行/列の合計欄（小計/合計）の名称を設定します。合計名称欄に、表示したい内容を

入力します。空欄にした場合は「合計」と表示されます。また、引用欄をチェックオンす

ると、合計名称の前に、対象となるデータの名称を付与して表示されます。なお、総合

計の「引用」は使用できません。 

 

［対比計算］タブ 

対比計算実行中に表示されます。対比表の集計項目名や配置切替の設定を行います。 

対比対象名に固定名称を使用する ： 「固定名称」欄に入力した名称を対比対象名として使用します。 

対比対象名に集計項目名を使用する ： 対比対象名の前に、「売上金額（合計）」などの集計項目名を付与します。なお、「集

計項目との区切り文字」欄に入力した文字を、集計項目名と対比対象名の区切り文

字として使用できます。空欄の場合は、「：」が使用されます。 

対比表専用の配置へ切り替える ： ［配置切替］アイコンをクリックして集計欄の配置を切り替える際、数値項目と集計方

法を行列に分けて配置するパターンが選択できるようになります。 
 

 

 

3-2 主な機能 

クロス集計表画面で行える主な機能について紹介します。 
 

デーセレクター 
集計対象データを絞り込むための簡易ボタン画面を設定し、選択したボタンで再集計します。また、条件式を

設定し、集計表の対象レコードを絞り込むことができます。 

条件集約 任意の条件に一致するデータを集約して表示します。 

対比計算 データの対比が行えるように差異や比率を計算して表示します。 
条件付き書式 設定した条件に該当するセルを、指定した書式で強調表示します。 
ランキング 集計結果（集計値）を昇順または降順で並べたときの順位を、新たな数値項目列として表示します。 
参照項目設定 参照項目と分析項目を組み合わせて、同一セル内に複数の項目名を表示します。 
印刷/出力 集計表を印刷、または、他のアプリケーションのファイルとして出力します。 

 
 データセレクター  

集計対象のデータを絞り込むための簡易ボタン画面や条件式を設定します。注目したいデータだけを絞り込み、再

集計できます。 

 

 
 
ナビゲーションパネルにある[データセレクター]アイコンをクリックします。 

 

 ▼データセレクター表示領域が表示されます。（再度、[データセレクター]アイコンや[<<]ボタンをクリックするとデータセレク 

ターを閉じることができます） 
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データを絞り込むための対象とする項目列を設定するには、表示領域の上部にある[セレクト項目の指
定]アイコンをクリックします。 

 ▼[セレクト項目の指定]ダイアログボックスが表示されます。 

 

 

 
[対象項目一覧：]から、データの絞り込みに利用したい項目列を、[ページに表示する項目：]の枠内にドラッグ

＆ドロップで移動します。 
 ▼指定した項目が[ページに表示する項目：]に移動します。 

 

 

 
がついている日付/時間項目は、右端の[▼]ドロッ

プダウンリストから、期間項目（今月度、上下期、曜日

など）や時間の項目（AM/PM、時など）を追加できま

す。 

 
 

  
[ページに表示する項目：]には1～10までのページタブがあり、タブを切り替えて設定が行えます。1ページに

8 項目、最大 80 項目（10 ページ×8 項目）まで設定できます。 
 

 設定後、[OK]ボタンをクリックします。 

 ▼データセレクター表示領域にセレクト項目が表示されます。 
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 絞り込みたいデータ（ボタン）を選択します。[Ctrl]キーや[Shift]キーを押しながら選択すると、複数のボタンを

同時に選択できます。 ※日付/時間型項目のデータは、[Shift]キーを利用した複数選択はできません。 

 

 

 [反映]ボタンをクリックします。 

 ▼絞り込んだデータを対象に、再度集計処理が実行されます。 

 

 

：標準モード⇔ ：排他モード 

“排他”モードにすると、選択したデータ（ボ

タン）を除外して再集計します。 

 

 

 

 

データセレクター領域上部にある［レコード条件の設定］アイコン   をクリックすると、［レコード条件の設定］

ダイアログボックスが表示され、集計表の対象レコードを条件式で絞り込むことができます。 

▼［レコード条件の設定］ダイアログボックス 
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  「□条件にヒットするレコードを抽出」をチェックオンすると、条件式が入力できるようになります。 

条件式は、数値項目/日付項目/テンキー（各種演算子や定数等）を用いて設定します。 

条件式設定後、［OK］ボタンをクリックすると、集計結果が条件に従って絞り込まれます。なお、レコード条件が

実行されているときは、画面の左下に「レコード条件実行中」と赤字で表示されます。条件内容は、対象データ

領域に表示されます。 

 
 

 

 

 

データセレクター表示領域内で右クリックするとコンテキストメニューが

表示されます。 

 

 

 

 

■レコード条件の設定 ［レコード条件の設定］ダイアログボックスを表示します。 

■セレクト項目の追加 ［セレクト項目の指定］ダイアログボックスを表示します。 

■セレクト・データの並び順 セレクト項目ごとに表示の並び順を設定できます。 

■構成要素の設定 日付/時間型項目から追加セレクト項目を設定できます。手順③右欄

と同様の設定です。 

■関連フィルタ ボタン選択したときの関連フィルタの動作（[関連なし]または[絞り込

み]）を設定します。 

■検索条件に一致するデータを 

全て選択 

セレクト項目内の検索をしている場合に、検索結果に該当するデータ

ボタンを、メニューを実行した項目内で一括選択します。（日付や時間

の項目は除きます。） 

■選択クリア 選択中のボタンを全て解除します。 
 

 

 

 

ボタン分析画面でデータボタンを選択してクロス集計表を作成した場合は、選択したデータボタンの項目をそのまま

データセレクター表示領域に再現して表示します。なお、関連モード（関連なし/絞り込み）と選択モード（標準/排他）

もボタン分析画面から継承されます。 

 
 

 条件集約 

任意の条件に一致するデータを集約します。例えば、集計された数値データ項目のランキング結果に対してベスト 10

以外の項目をまとめて表示することができます。 
 

 
 

[条件集約]アイコンをクリックします。  

（メニューバー[ツール]-[データの条件集約]） 
 ▼[データの条件集約]ダイアログボックスが表示されます。 
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 [集計データの選択：]欄から、条件集約させたい分析項目列を選択します。 

 続いて、集約条件の種類やルールを指定します。 

 ■表示名称： 

条件集約されたデータ項目の名称を入力します。 

■条件の種類： 

条件の種類（ランキング結果による集約/数値条件による集約）をプルダウンリストから選択します。 

また「□このデータを常に最下部に表示」をチェックオンすると、条件集約されたデータは最下部に表示されます。 

■集約のルール 

集約のルール（数値データ項目/集計方法/集約条件）を指定します。 

 設定後、［一覧へ反映］ボタンをクリックします。 
 ▼[条件集約一覧：]欄に設定内容が表示されます。 

 

 

 表示を確認したら、［OK］ボタンをクリックします。 

 ▼設定した条件に該当するデータがまとめられます。  
 

 

「ランキング結果による集約」を行う場合、メッセージ
が表示されます。［はい］をクリックすると、自動的に
ランキング結果（数値データ順）に合わせてデータを
並び替えて表示します。 
 
 
 
 

 

 

 

 

 対比計算 

表示中の集計表を基に、指定した対比方法で差異や比率等を計算して表示します。対比計算の設定は、設定ダイア

ログボックスと対比計算専用のデータセレクターを組み合わせて行います。 

 

 
 

[対比計算]アイコンをクリックします。  

（メニューバー[ツール]-[対比計算]-[設定]） 
 ▼[対比計算の設定]ダイアログボックスが表示されます。 
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 [対比方法：]の[▼]ドロップダウンリストから、対比方法を選択します。 

 
対比方法 対比対象 

データセレクタ－で

指定するボタン 
対比されるデータ 

二項目対比 
同一項目内の任意の

2 データ 
任意の 2 データ 

指定データのレコード、自動日付列、自動時

間列 

対前年（*別） 前年度と今年度 今年度の年 年度のレコード 

対前月（*別） 前月度と今月度 今年度の月 月度のレコード 

前年同月比（単月） 

前年度と今年度 

今年度の年と月度 月度のレコード 

前年同日比（当月） 今年度の年と月日 指定した月日のレコード 

前年同月比（累計） 今年度の年と月度 年度開始月から指定月までのレコード 

前年同日比（累計） 今年度の年と月日 年度開始日から指定日までのレコード 
 

 
[対象データ]欄から、対比計算の対象にする項目をひとつ選択します。  

 [集計項目一覧]の集計項目毎に、基準値・対照値・差異・対比率・増減率を表示するかどうか、指定します。

表示する場合は、チェックオンします。 

 

 

 

■差異  ： 対照値-基準値 

■対比率： 対照値÷基準値 

■増減率： 差異÷基準値 

 

 
[並び順設定]ボタンをクリックし、[並び順設定]ダイアログボックスで、集計項目の並び順を変更できます。 

 

 必要に応じて、対比率・増減率に適用される[比率の書式]を設定します。 

 

 

 

■有効桁数：小数点以下 1 桁～5 桁を選択します。集計表に“％”が表示されます。 

■マイナス表示：計算結果がマイナスの場合の書式を選択します。 

 

 
基準値・対照値・差異の書式は、集計項目表示領域で右クリックして表示されるコンテキストメニューの[書式

設定]-[数値の表示書式]、またはデザイン設定領域で変更できます。 

 

 対比対象に月日を含む場合で「今月」が指定された場合に、今月を集計範囲に含めるかどうか、指定できま

す。今月を含まない場合は、「□対比で「今月」が指定された場合は、前月までを集計範囲とする」をチェックオ

ンします。 

 [対比計算を実行]ボタンをクリックします。 

 ▼「データセレクターで対比させる対象データを選択してください。」のメッセージが表示されます。そのまま[OK]ボタンをク

リックします。 
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 データセレクターから、対象データを指定して、[反映]ボタンをクリックします。 

◆ニ項目対比の場合：対象データの選択順で基準値→対照値の指定となります。 

◆ニ項目対比以外の場合：対照値となる対象データのみ指定します。 
 ▼対比計算の集計表が実行されます。 

 

 
 

 表示されるデータセレクター（ページ 0）は、対比計算専用のデータセレクターです。対比方法に応じて表示内

容が異なります。通常のデータセレクター（ページ 1～10）を併用することができます。 
 

 

 
対比計算された集計表を解除する場合は、対比計算アイコンをクリックします。（メニューバー[ツール]-[対比計

算]-[解除]） 

 

 

 条件付き書式  

設定した条件に該当するセルを、指定した書式で強調表示します。 

 

 
 

[条件付き書式]アイコンをクリックします。 

（メニューバー[書式]-[条件付き書式の設定]） 
 ▼[条件付き書式の設定]ダイアログボックスが表示されます。 
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 [新規条件]ボタンをクリックします。 

 [設定方法：]から、[集計項目に対する設定]か[条件式による設定]を選択します。 

 ▼[集計項目に対する設定]の場合：[条件の種類：]を、指定した値を選択します。種類に応じて[条件の値]を設定します。 

 

 ▼[条件式による設定]の場合：集計項目に対して、四則演演算子/優先演算子（括弧）/テンキーを利用して任意に条件式 

を設定します。 

 

 [書式]ボタンをクリックします。 

 ▼[書式設定]ダイアログボックスが表示されます。 

 

 

 

 文字列の修飾・背景色・枠色を設定して、[OK]ボタンをクリックします。 

 ▼[プレビュー：]に設定した書式が表示されます。 

 
 

 プレビュー確認後、[OK]ボタンをクリックします。 

 ▼[条件付き書式の設定]ダイアログボックスに戻り、[条件付書式の一覧]に設定した条件が表示されます。（最大 64 個ま

で設定できます） 
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 [状態]欄のチェックボックスを確認します。チェックオンされている条件を集計表に反映します。確認後、[OK]

ボタンをクリックします。 
 ▼書式が反映された集計表が表示されます。 

 

 
 

 

[集計項目に対する設定]の場合、指定した集計項目の集計値セルのみを強調表示します。[条件式による設

定]の場合は、強調表示の対象は行/列を単位とし、単一の集計項目のみを使った条件式でも、指定された

集計項目の集計値セルのみを強調することはしません。 
 

 

 
同一セルに複数の条件が合致した場合、[条件付き書式の一覧]の上から順に優先して適用されます。一覧

表の並び順は右横の[▲][▼]ボタンで変更できます。 

 

 

 
[条件付き書式の設定]ダイアログボックスで、[条件付き書式の一覧]から選択している条件に対して[条件の編集]や

[条件の削除]が行えます。 

 

 

 

 

 ランキング（順位） 

集計表の集計結果（集計値）を昇順または降順で並べた場合のランキング（順位）を、新たな数値項目列として表示

します。  

 

 
 

[ランキング]アイコンをクリックします。 

（メニューバー[ツール]-[ランキング]-[設定]） 
 ▼[ランキングの設定]ダイアログボックスが表示されます。 
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 順位を表示させたい集計値のチェックボックスをチェックオンします。 

 
チェックオンした集計値の[条件]欄の[▼]ドロップダウンリストから順位付けのルールを、[適用範囲]欄の[▼]

ドロップダウンリストから順位を表示する対象セルを指定します。 

 

 

条件は、大きい値が 1 位/小さい値が 1

位、適用範囲は、全体/集計欄/合計欄か

ら指定できます。 

 表示方法を指定します。ラジオボタンのチェックオンに連動して[表示イメージ]が変わります。 

 

 

 設定後、[OK]ボタンをクリックします。 

 ▼新たにできた＜***（順位）＞という集計項目に順位が表示されます。 

 

 

配置切替アイコンをクリックすると順位の表示位置が変わり

ます。 

 

 

 
 

 
ランキングの表示を解除する場合は、[ランキング]アイコンの[▼]ドロップダウンリストから[解除]をクリックします。（メ

ニューバー[ツール]-[ランキング]-[解除]） 
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 参照項目設定 

データ定義画面で設定した参照項目や分析項目を組み合わせて、同一セル内に複数の項目名を表示します。  
 

 
 

[参照項目の設定]アイコンをクリックします。 

（メニューバー[ツール]-[参照項目の設定]） 

※[参照項目の設定]アイコンがツールバーにないときには、「C00-00_4 ◆ツールバーのカスタマイズ」

を参照してください。 
 ▼[参照項目の設定]ダイアログボックスが表示されます。 

 

 

 

 

 参照項目として設定できるのは、データ定義画面で[参照項目]または[分析項目]として設定された項目で、か

つクロス集計表の構成要素になっていない項目です。 

 [対象データ：]欄で、参照項目を付与したい分析項目を選択します。 

 [参照項目名：]欄で、対象データと関連付けしたい項目を、[▼]のドロップダウンリストから選択します。 

 対象データと参照項目の配置を指定します。 

 ▼設定内容が[配置サンプル]に表示されます。 

 

 

 設定後、[OK]ボタンをクリックします。 

 ▼参照項目と分析項目がセル内に表示されました。 

 

 

 参照項目表示を解除する場合は、[参照項目

の設定]ダイアログボックスで、[対象データ：]

欄の[▼]ドロップダウンリストから空欄（未定

義）を選択して[OK]ボタンをクリックします。 
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 印刷/データ出力 

作成したクロス集計表を印刷、または他のアプリケーションファイルに出力することができます。 

ここでは印刷と Excel 出力の手順を紹介します。  

 

 
 

[印刷]アイコンの[▼]ドロップダウンリストから[プレビュー]をクリックします。  

（メニューバー[ファイル]-[印刷]-[プレビュー]） 
 ▼[印刷プレビュー]画面へ遷移します。 

 

 

 

 

集計表画面で表示している集計表がそのまま印刷対象となります。また、印刷されるフォントや罫線等のデ

ザインも集計表と同じになります。なお、グラフが全画面表示になっている場合は、グラフをプレビュー表示し

ます。 
 

 左端の[印刷設定パネル]に主な印刷の設定項目をまとめています。 

 

 

 [印刷実行]ボタン 印刷を実行します。 

[ページ設定]ボタン 印刷設定の詳細を設定します。（下表参照） 

[余白の表示/非表示]ボタン 
余白の表示/非表示を切り替えます。[余白表示]で表示

される余白線を利用して列幅を任意に調整できます。 

用紙の向き 縦/横を指定します。 

印刷順序 上から下/左から右を指定します。 

列幅指定 標準/自動/任意を指定します。 

拡大・縮小率 25％～400％で指定します。 

[テンプレート登録]ボタン 印刷/PDF のテンプレートを登録します。 

 

 

 

 

 [印刷設定パネル]以外の詳細設定は、[ページ設定]ボタンをクリックして表示される[ページ設定]ダイアログボ

ックスの各タブを切り替えながら設定します。 

 

 

用紙 用紙の向き・印刷順序・拡大・縮小率印刷・センタリングの

設定 

余白 上下左右の余白・タイトル行の高さの設定 

ヘッダー ヘッダーを出力するページの指定・配置やフォントの設定 

フッター フッターを出力するページの指定・配置やフォントの設定 

タイトル 主題、副題の指定・配置やフォントや表示方法の設定 

クロス集計表 行/列項目の出力、合計行の背景色、グラフの出力指定 
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[印刷実行]ボタンをクリックして、印刷を開始します。 

 印刷設定の内容をテンプレートに登録する場合は、[テンプレート登録]ボタンをクリックし、[印刷]もしくは[PDF]

を指定して登録します。 

 [閉じる]アイコンをクリックして、印刷プレビュー画面を閉じます。 

 ▼集計表画面に戻ります。 

 

 

 

 登録された印刷や PDF 出力のテンプレートを実

行すると、［印刷プレビュー］画面ではなく、［印

刷］ダイアログボックスや［PDF ファイル出力］ダイ

アログボックスが表示され、印刷実行や PDF ファ

イルの保存が行えます。 

 
 
続いて、[Excel 出力]アイコンをクリックします。  

（メニューバー[ファイル]-[データ出力]-[Excel ファイル]） 
 ▼[Excel ファイル出力]ダイアログボックスが表示されます。 

 

 

出力ファイル 保存先フォルダーとファイル名を入力しま

す。 

出力範囲 集計表準拠/階層一括展開を指定 

出力対象の指定 

[○Excel テンプレートを使用する]を指定した

場合は、適用するExcelテンプレートファイル

を指定します。（事前に作成が必要です） 

Excel 出力データの

開始位置 

空欄の場合は「A1」セルが開始位置になり

ます。 

集計項目名を連続

表示する 

連続表示する場合はチェックオンします。 

項目名を出力する 行/列の項目名を表の左上に表示します。 

付加情報 表示させたい情報にチェックオンします。 
 

 

出力範囲で[階層一括展開]を指定した場合、[データと書式

を出力する]を選択しても、出力結果は[データのみ出力]と

同じになります。 
 

 設定後、[OK]ボタンをクリックします。 

 ▼確認メッセージが表示されます。 

 

 

 [はい]ボタンをクリックします。 

 ▼Excel ファイルが表示されます。 
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データ出力には[Excel ファイル出力]以外に、[クリップボード出力]、[テキストファイル出力]、[HTML ファイル出力]、

[PDF ファイル出力]があります。 

（メニューバー[ファイル]-[データ出力]-[クリップボード]/[***ファイル]） 

 

 

メニューバー[ファイル]-[データ出力]-[出力オプション]で表示される[データ出力オプション]ダイアログボックスでは、

ファイルの種類毎に出力範囲や付加情報、外部アプリケーションとの連携用オプション等を設定することができます。 

また、[データ出力ダイアログの設定値]でチェックオンしている状態が、各データ

出力のダイアログボックスに反映されます。 
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